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論文内容の要旨

本論文は直交電磁界放電および回転プラズマとその応用に関する研究成果をまとめたもので， 5 章

からなっている。

第 1 章は序論であって，直交電磁界放電および回転プラズマに関する従来の研究結果および問題点

を述べ，本研究の意義を明らかにしている。

第 2 章は直交電磁界放電における極性効果に関するものである。第 1 節では，極性効果に対する磁

界の影響は，磁界の強さにより三つの領域に分けられることを指摘し，放電物理的解析を行ない，実

験結果をよく説明している。第 2 節では，前節で得た極性効果の冷陰極整流放電管および電力制御放

電管への応用の可能性について述べている。

第 3 章は直交電磁界放電における振動に関するものである。第 1 節では，従来あまり研究されてい

ない強磁界中に発生する振動の特性および、振動の発生機構について理論的考察を行ない，実験結果と

比較検討している。第 2 節では，この振動の発振管への応用について述べている。

第 4 章は直交電磁界放電における陰極スパッタリングに関するものである。第 1 節では，陰極スパ

ッタリングに対する磁界の効果について実験を行ない，それについて放電物理的解析を与えている。

第 2 節は，この陰極スパッタリングの薄膜および薄膜電子回路形成への応用について述べている。

第 5 章は結論であって，本研究によって得られた結果をまとめている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は直交電磁界放電および回転プラズマについて多くの基礎的実験を行ない，これを放電物理

的見地から整理し，幾多の新知見を得ている。またその工学への応用の可能性を示している。

特に直交電磁界放電における極性効果，振動および陰極スパッタリングについての研究は注目すべ

きものである。

このように本論文は放電工学およびプラズマ工学に寄与するところが大きく，博士論文として価値

あるものと認める。
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